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町からのお知らせ

　明治22年４月の町村制施行により近隣16カ町村が合併し、「酒々井町」が誕生して以来、独立独歩の道を歩み続
け、今年１３５周年を迎えます。
　町は、首都圏に位置しながらも、豊かな自然・歴史・文化を併せ持つ優れた生活環境を背景に、持続可能なまち
づくりの礎を築いてきました。
　今後も、第６次総合計画の将来都市像「人　自然　歴史　文化が調和した　活力あふれるまち　酒々井」の実現
と併せて、持続可能なまちづくりを着実に進めてまいります。

記念式典一般観覧者の募集

　皆さんと一緒に記念すべき節目の年を
祝うため、一般観覧者を募集します。
日時　６月２日㈰９時 30 分～ 12 時 30
分（受け付け９時）
会場　プリミエール酒々井文化ホール
内容　式典、動画コンテスト優秀作品の
上映など
定員　90 人（要申込、先着順、申込者
１人につき４人まで）
申込方法　電話
申込期間　４月 15 日㈪～
５月 10 日㈮
※駐車場の混雑が予想されます。徒歩で
のご来場にご協力ください。
※座席の指定はできません。

住民提案事業の募集
　町内在住の方などで構成する団体が提案し、町内で実施する事業に対し補
助を行います。
補助額　補助対象経費の４分の３以内で、上限５万円（千円未満切り捨て）
申請期限　５月 14 日㈫

記念ロゴデザイン
　節目の年を共に祝い、盛り上げるとともに広く全国に情報発信する
ことで地域の活性化に結び付けることを目的として作成しました。
　町の鳥「メジロ」、町の木「梅」、町の花「水仙」や名産物、人気スポッ
トをイメージさせるアイコンをちりばめ、楽しげにポップなイメージ
を表現しています。
　記念ロゴデザインを使用する際は、事前申請をお願いし
ます。
使用期限　令和７年３月 31 日㈪

申込・問い合わせ　企画財政課企画・地方創生推進室☎ ２２２・２２４

冠事業の募集

　町制施行 135 周年を皆さんと盛り上げるため、「酒々井町制施行
135 周年記念事業」の冠称を使用して令和６年度に実施す
る冠事業を募集します。
申請期限　令和７年２月 28 日㈮

町制施行町制施行135135周年周年
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主な変更点
○新たに文化観光課を設置
○住民協働課と総務課危機管理室を
　統合し、くらし安全協働課を設置
問い合わせ　総務課総務班☎ ２１３

課名 設置場所 主な事務内容

くらし安全協働課 分庁舎１階 自治会、住民活動の推進および防犯、
防災、交通安全に関することなど

文化観光課 中央公民館１階 歴史文化資産の活用および観光振興
に関することなど

税務
住民

戸
籍
に
関
す
る
手
続
き

が
便
利
に
な
り
ま
し
た

　
本
籍
地
が
遠
く
に
あ
る
方
で
も
、

お
近
く
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
戸

籍
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
届

出
時
に
お
け
る
戸
籍
謄
本
の
添
付

が
原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

受
付
日
時　
平
日
９
時
～
16
時

※
市
区
町
村
に
よ
り
受
付
日
時
は

異
な
り
ま
す
。

持
ち
物　
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

注
意
事
項

〇
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
取
得
は

で
き
ま
せ
ん
。

〇
複
数
の
戸
籍
や
電
算
化
前
の
改

製
原
戸
籍
、
除
籍
は
申
請
日
か
ら

６
日
目
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

以
降
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

〇
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
に
よ
る
稼
働
停
止
時
に
は
交
付

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課
住
民

班
☎

１
２
７
・
１
２
８

法務省ホームページ

町ホームページ

生涯
学習

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
等
選
手

育
成
補
助
金
制
度

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
目
指
す
優
秀
な
選
手
の
育

成
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

補
助
額　

一
人
当
た
り
上
限
10
万

円対　

象　
令
和
３
～
５
年
度
に
行

わ
れ
た
全
国
レ
ベ
ル
以
上
の
大
会

な
ど
で
入
賞
以
上
の
成
績
を
収
め
、

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
選
手

①
町
内
在
住
の
小
・
中
・
高
校
生

②
町
内
小
中
学
校
を
卒
業
し
た
中

・
高
・
大
学
生

③
小
・
中
・
高
校
生
の
期
間
に
３

年
以
上
町
内
に
在
住
し
て
い
た
高

・
大
学
生

応
募
方
法　
調
査
票
お
よ
び
必
要

書
類
を
直
接
提
出

※
調
査
票
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得

で
き
ま
す
。

応
募
期
限　
４
月
26
日
㈮

※
選
定
委
員
会
で
選
定
し
、
補
助

金
交
付
対
象
選
手
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
~
15
日

健康
福祉
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

　
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

へ
①
の
と
お
り
、
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
へ
②
の
と
お
り
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

支
給
額

①
一
世
帯
当
た
り
10
万
円

②
お
子
さ
ん
一
人
当
た
り
５
万
円

対　

象　
基
準
日
（
令
和
５
年
12

月
１
日
）
に
、
町
に
住
民
登
録

（
住
民
票
）
が
あ
り
、
次
の
①
ま

た
は
②
に
該
当
す
る
世
帯

①
令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
の

み
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯

②
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

内
で
扶
養
し
て
い
る
18
歳
以
下
の

お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

支
給
方
法

①
４
月
上
旬
か
ら
順
次
、
給
付
金

に
関
す
る
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。

内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

②
前
回
の
給
付
金
を
受
け
て
い
る

世
帯
の
う
ち
子
育
て
世
帯
に
該
当

す
る
世
帯
に
は
、
４
月
下
旬
以
降
、

給
付
金
に
関
す
る
通
知
を
送
付
し
、

前
回
の
給
付
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
。

※
世
帯
の
中
に
、
令
和
５
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
た
方
が
い
る

場
合
は
、
書
類
が
届
か
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
給
付

金
担
当
☎

２
７
０
・
２
７
１

　子育て世帯の負担軽減を図るため、町
立小・中学校の児童・生徒の４月および
５月分の学校給食費を無償化します。
　なお、７月１日㈪納入期限の６月分学
校給食費からは通常どおり口座振替しま
す。納付書をご利用の方は期限までに納
入してください。
※無償化についての申請などはありませ
ん。
問い合わせ　学校給食センター☎（４９
６）１１５１

給食
センター

４・５月分学校給食費の
無償化

町の組織が一部変わります総務
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町からのお知らせ

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に

よ
り
、
自
己
の
資
産
と
町
内
の
他

の
資
産
の
評
価
を
比
較
で
き
ま
す
。

期　

間　
４
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

手
数
料　
無
料

申
請
に
必
要
な
も
の　
本
人
確
認

書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
な
ど
）、委
任
状（
本

人
、
同
一
世
帯
以
外
の
方
や
法
人

の
場
合
）

税務
住民

固
定
資
産
の
縦
覧・閲
覧固

定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
ま

た
は
借
地
・
借
家
人
な
ど
の
資
産

の
使
用
者
は
、
関
係
す
る
部
分
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

（
名
寄
帳
）
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

期　

間　
４
月
１
日
㈪
か
ら
随
時

手
数
料　
一
名
義
３
０
０
円

※
縦
覧
期
間
中
（
４
月
１
日
㈪
～

30
日
㈫
）
に
納
税
義
務
者
が
閲
覧

す
る
場
合
は
無
料
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
本
人
確
認

書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
な
ど
）、委
任
状（
本

人
、
同
一
世
帯
以
外
の
方
ま
た
は

法
人
の
場
合
）、
賃
貸
借
契
約
書

（
借
地
人
ま
た
は
借
家
人
の
場
合
）

縦
覧
・
閲
覧
場
所　
税
務
住
民
課

税
の
窓
口

令
和
６
年
度
納
税
通
知
書
の
発
送

　
納
税
通
知
書
を
４
月
10
日
㈬
に

発
送
し
ま
す
。
４
月
中
旬
ご
ろ
ま

で
に
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
の
評
価
替
え

　

固
定
資
産
税
は
３
年
に
一
度
、

評
価
替
え
を
行
い
評
価
額
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　
土
地
は
、
地
価
の
動
向
に
影
響

さ
れ
、
家
屋
は
、
建
築
年
数
に
よ

る
減
価
と
建
築
物
価
の
動
向
に
よ

り
、
評
価
額
が
変
わ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
家
屋
の
場
合
、
評
価

替
え
で
そ
れ
ま
で
の
評
価
額
を
上

回
っ
た
場
合
は
評
価
額
が
据
え
置

き
と
な
り
ま
す
が
、
近
年
の
建
築

物
価
の
上
昇
に
よ
り
、
令
和
６
年

度
は
評
価
額
が
据
え
置
き
に
な
る

家
屋
が
多
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課
資
産

税
班
☎

１
１
４
・
１
１
５

税務
住民

　町国民健康保険税（以下「国保税」）の課税限
度額(以下「限度額」)を令和６年度に改正し、引
き上げます。
　法律で定められた国保税の限度額は、令和５年
度より１０４万円となっています。
　町は、税負担の公平性の確保などの観点から限
度額の見直しを行い、令和６年度の限度額を１０
４万円に引き上げます。
　国民健康保険加入者の皆さんには、今後の安定
した国民健康保険運営のため、ご理解をお願いし
ます。
問い合わせ　税務住民課住民税班☎ １１１～１
１３

国民健康保険税の課税限度額
が変わります

＜表＞限度額改正

項　目 改正前 改正後

医
療
分

所得割 5.6% 5.6%

均等割 23,000円 23,000円

平等割 31,200円 31,200円

課税限度額 650,000円 650,000円

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

所得割 2.7% 2.7%

均等割 　6,400円 　6,400円

課税限度額 200,000円 220,000円

介
護
分

所得割 1.4% 1.4%

均等割 　13,000円 　13,000円

課税限度額 170,000円 170,000円

※後期高齢者支援金分の課税限度額を20,000円
引き上げ（税率の変更はありません）

安全
協働

　
入
学
・
入
園
を
迎
え
る
４
月
は
、

子
ど
も
に
関
係
す
る
交
通
事
故
が

増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
か
け
が

え
の
な
い
命
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
に
基
本

的
な
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
教

育
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど

交
通
弱
者
に
対
す
る
保
護
・
誘
導

活
動
を
推
進
す
る
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
、

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動　
４
月
６
日
~
15
日

　
　
~
挙
げ
る
手
を
や
さ
し
く
見
守
る
横
断
歩
道
~

運
動
の
重
点
目
標

〇
子
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る

道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全
な

横
断
方
法
の
実
践

〇
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」
運

転
の
励
行

〇
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

〇
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い

問
い
合
わ
せ　
く
ら
し
安
全
協
働

課
危
機
管
理
室
☎

２
１
６

行
政
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

災
害
な
ど
の
緊
急
情
報

な
ど
を

配
信
！

酒々井町
公式Ｌ

ラ イ ン
ＩＮＥ
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本ページに関する
申請・問い合わせ
健康福祉課福祉班
☎ １３５・１３
８

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
親
と
一
緒

に
生
活
し
て
い
な
い
子
ど
も
を
養

育
す
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
助
け
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
の
手
当
で
す
。

手
当
額　

〈
表
１
〉
の
と
お
り

支
給
月　
原
則
５
月
・
７
月
・
９

月
・
11
月
・
１
月
・
３
月

対　

象　
次
の
①
～
⑦
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
最
初
の
３
月
31
日
（
一
定
の

障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
の
誕

生
日
が
属
す
る
月
）
ま
で
の
子
ど

児
童
扶
養
手
当

健康
福祉

＜表１＞手当額
人数 区分 令和６年度（月額）

１人
全部支給 45,500 円
一部支給 所得に応じて 45,490 円～ 10,740 円

２人
全部支給 10,750 円を加算
一部支給 所得に応じて 10,740 円～ 5,380 円を加算

３人
以上

全部支給 １人増加するごとに 6,450 円を加算

一部支給 １人増加するごとに所得に応じて 6,440 円～
3,230 円を加算

※令和６年４月からの手当額は、3.2％引き上げとなります。
（2023 年全国消費者物価指数の対前年比による）

　
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未

満
の
子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
方
に〈
表
２
〉

の
と
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
な
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
方
に
〈
表

２
〉
の
と
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
３
カ
月
以
上
の
入
院
や

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
対

象
外
で
す
。

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
な
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
子
ど
も

に
〈
表
２
〉
の
と
お
り
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

（
入
院
は
対
象
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

健康
福祉

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

健康
福祉

健康
福祉

＜表２＞手当額と支給月
令和６年度（月額） 支給月

特別児童扶養手当
1級53,700円 ４月・８月・11月

※支給時に４カ月分支給2級35,760円
特別障害者手当 27,980円 ２月・５月・８月・11月

※支給時に３カ月分支給障害児福祉手当 15,220円
※令和６年４月からの手当額は、3.2％引き上げとなります。

（2023 年全国消費者物価指数の対前年比による）
※これらの手当には所得制限があります。

　
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
最
初
の

３
月
31
日
（
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
20
歳
の
誕
生
日
の
前

日
）
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
父
ま
た
は
母
や
、
父
母
に
代

わ
っ
て
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

方
お
よ
び
そ
の
子
ど
も
が
保
険
医

療
給
付
を
受
け
た
場
合
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
の
一
部
ま
た
は
全

額
を
助
成
し
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
等
助
成

健康
福祉

　
在
宅
で
常
時
介
護
を
必
要
と
し
、

６
カ
月
以
上
ね
た
き
り
の
20
歳
以

上
65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
や
、
20
歳
以
上
で

療
育
手
帳
Ａ
の
２
以
上
の
判
定
を

受
け
た
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

　
た
だ
し
、
特
別
障
害
者
手
当
お

よ
び
障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者
は

対
象
外
で
す
。

手
当
額
と
支
給
月　
月
額
８
，
６

５
０
円
を
３
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
に
３
カ
月
分
ま
と
め
て
支
給

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ね
た
き
り
身
体
障
害

者
お
よ
び
重
度
知
的

障
害
者
福
祉
手
当

健康
福祉

　
県
が
発
行
し
て
い
る
有
効
期
限

内
の
指
定
難
病
受
給
者
証
お
よ
び

小
児
慢
性
特
定
疾
病
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
に
支
給
さ
れ
る
見
舞

金
で
す
。

見
舞
金
額
と
支
給
月　
月
額
３
０

０
０
円
を
10
月
、
４
月
に
６
カ
月

分
（
新
規
申
請
の
方
は
申
請
月
か

ら
）
ま
と
め
て
支
給

指
定
難
病
見
舞
金

健康
福祉

　
補
助
犬
は
、
目
や
耳
、
手
足
に

障
が
い
が
あ
る
方
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
盲
導
犬
」「
介
助
犬
」「
聴
導

犬
」
で
、
障
が
い
者
が
社
会
参
加

す
る
た
め
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
。

　
補
助
犬
の
ユ
ー
ザ
ー
が
困
っ
て

い
る
様
子
を
見
か
け
た
ら
、
声
掛

け
や
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

※
補
助
犬
に
食
べ
物
な
ど
を
与
え

た
り
、
気
を
引
く
行
為
を
し
た
り

す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

補
助
犬

健康
福祉

も
を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
方

①
父
母
が
離
婚
（
ま
た
は
事
実
婚

解
消
）
し
た
子
ど
も

②
婚
姻
（
事
実
婚
を
含
む
）
に
よ

ら
な
い
で
生
ま
れ
た
子
ど
も

③
父
ま
た
は
母
が
死
亡
ま
た
は
海

難
・
航
空
事
故
な
ど
で
生
死
不
明

の
子
ど
も

④
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
子
ど
も

⑤
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
子
ど
も

⑦
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

以
上
遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も

※
こ
の
手
当
に
は
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。
申
請
・
届
出
に
必
要

な
書
類
な
ど
は
健
康
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



6

町からのお知らせ

＜表１＞国民健康保険の届け出

＜表３＞町助成上限額
・★印は脳ドック実施医療機関です。（脳ドック単独不可）

※特定健診との重複受診はできません。

健康
福祉

国
民
年
金
の
保
険
料

納
付
が
困
難
な
学
生

の
方
は
学
生
納
付
特

例
制
度
の
申
請
を

　
大
学
や
各
種
専
修
学
校
な
ど
に

通
う
学
生
は
、
本
人
の
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
家

族
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
在
学

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

対　

象　
大
学
（
大
学
院
）
、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
学
生

（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課

程
含
む
）

申
請
方
法　
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
、
令
和
６
年

度
有
効
な
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
健
康
福

祉
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
令
和
５
年
度
に
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
て
い
て
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
は
、
毎
年
度
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
１

国
民
健
康
保
険
の
異
動

の
届
け
出
は
14
日
以
内

人
間
ド
ッ
ク
費
用

の
助
成

健康
福祉

健康
福祉

　
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」）

は
、
加
入
者
が
保
険
税
を
互
い
に

出
し
合
っ
て
医
療
費
な
ど
を
補
う

助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
と
違
い
、

加
入
す
る
と
き
も
離
脱
す
る
と
き

も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
異
動
が

あ
っ
た
ら
14
日
以
内
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、〈
表

１
〉
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　
国
保
加
入
の
届
け
出
を
し
た
日

か
ら
で
は
な
く
、
加
入
資
格
を
取

　
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療

を
目
的
に
、
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

契
約
医
療
機
関　
〈
表
２
〉
の
と
お

り対　

象　
35
歳
以
上
で
国
民
健
康

保
険
に
６
カ
月
以
上
継
続
し
て
加

入
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
で
、
保
険
税
（
料
）
の
未
納
が

な
い
方

助
成
額　
検
診
費
用
の
７
割

※
〈
表
３
〉
の
と
お
り
上
限
額
が

あ
り
ま
す
。

得
し
た
月
の
分
か
ら
保
険
税
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
届
け
出

が
遅
れ
た
場
合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

離
脱
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　
国
保
の
資
格
が
無
く
な
っ
た
あ

と
、
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
診

療
を
受
け
て
し
ま
う
と
、
国
保
が

負
担
し
た
医
療
費
を
町
へ
返
納
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
場
で
国
保
を
抜
け
る

手
続
き
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
国

保
資
格
喪
失
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
２
～
１
２
４

利
用
方
法　
次
の
①
～
③
の
手
順

で
受
診
で
き
ま
す
。

①
契
約
医
療
機
関
〈
表
２
〉
に
直

接
連
絡
し
て
日
時
を
予
約
す
る
。

②
保
険
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
健

康
福
祉
課
へ
申
請
し
て
、
利
用
承

認
書
の
交
付
を
受
け
る
。

※
昨
年
度
に
助
成
を
受
け
た
方
に

は
、
利
用
承
認
書
が
送
付
さ
れ
る

の
で
申
請
は
不
要
で
す
。

③
当
日
、
保
険
証
と
利
用
承
認
書

を
ご
持
参
の
う
え
受
診
し
、
自
己

負
担
額
分
を
医
療
機
関
に
支
払
う
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
１

こんなとき 届け出に必要なもの

国   
保
に
加
入

転入してきたとき 本人確認書類（運転免許証
など）、マイナンバー

職場の健康保険を抜けた
とき

職場の健康保険を抜けた日
付が分かる書類、マイナン
バー

子どもが生まれたとき 母子健康手帳

国
保
を
離
脱

転出するとき 保険証
職場の健康保険に加入し
たとき

国保と職場の両方の保険証、
マイナンバー

死亡したとき
保険証、喪主の口座番号（葬
祭費支給先）、会葬礼状、マ
イナンバー

そ
の
他

住所、世帯主、氏名など
が変わったとき 保険証、マイナンバー

就学のため、別に住所を
定めるとき

保険証、学生証、マイナン
バー

保険証の紛失、盗難、破
損したとき

本人確認書類（運転免許証
など）、マイナンバー

医療機関名 電話番号
千葉しすい病院★ ☎（４８１）８１４０
酒々井虎の門クリニック ☎（３１０）７８４５
成田赤十字病院★ ☎０４７６（２２）２３１１
聖隷佐倉市民病院★ ☎（４８６）０００６
新八街総合病院 ☎（４４３）７３１1
ラーバン健診センター★ ☎０４７６（８５）７７６６
国際医療福祉大学成田病院★ ☎０４７６（３５）５６０２
佐倉厚生園病院★ ☎（４８４）２１６４
成田富里徳洲会病院★ ☎０４７６（８５）５３１３
IMS Me-Life クリニック
千葉★ ☎（２０４）５５１1

日帰り 30,840円
通院２日 39,910円
１泊２日 45,200円
脳ドック 26,460円

＜表２＞契約医療機関
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65歳以上の方の介護保険料が変わります健康
福祉

　介護保険料の基準額が年額 64,800 円（月額 5,400 円）に変わります。
　介護保険は、介護が必要な方を社会全体で支えるための制度で、保険料は、介護保険を運営するための大切
な財源となります。介護保険の運営に必要な財源は、国、県、町
が半分を負担し、残りの半分を皆さんが保険料として負担してい
ます。（＜グラフ＞参照）
　保険料は、高齢者人口やサービスに関する総費用などを推計し、
現在の基金（介護保険における貯金）残高を考慮して、３年に一
度見直しが行われます。令和６年度は保険料の改定年度にあたり、
＜表＞のとおり所得段階の区分を細分化した改定があり、保険料
を変更しました。
問い合わせ　健康福祉課介護保険班☎ １３１・１３２・１３９

＜表＞第１号被保険者保険料（65歳以上の方の保険料）

所得段階 対象 保険料率 保険料(年額)

第１段階

・生活保護を受給している方
・世帯全員が市町村民税非課税で老齢福祉年金を受けている方
・�世帯全員が市町村民税非課税、前年の合計所得金額＋課税年金収入

額が80万円以下の方
×0.285 18,500円

第２段階 ・�世帯全員が市町村民税非課税で前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が80万円を超え120万円以下の方 ×0.485 31,400円

第３段階 ・�世帯全員が市町村民税非課税で前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が120万円を超えている方 ×0.685 44,400円

第４段階 ・�世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非
課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方 ×0.9 58,300円

第５段階
・�世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村民税非

課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円を超えてい
る方

×1.00
【基準額】

64,800円
【月額5,400円】

第６段階 ・本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の方 ×1.2 77,800円

第７段階 ・�本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が120万円以上210万円
未満の方 ×1.3 84,200円

第８段階 ・�本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が210万円以上320万円
未満の方 ×1.5 97,200円

第９段階 ・�本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が320万円以上420万円
未満の方 ×1.7 110,200円

第10段階 ・�本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が420万円以上520万円
未満の方 ×1.9 123,100円

第11段階 ・�本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が520万円以上620万円
未満の方 ×2.1 136,100円

第12段階 ・�本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が620万円以上720万円
未満の方 ×2.3 149,000円

第13段階 ・本人が市町村民税課税で前年の合計所得金額が720万円以上の方 ×2.4 155,500円

公費

国・県・町の
負担金

50％

40～64歳の方の
保険料

27％

65歳以上の方の
保険料

23％

＜グラフ＞介護保険の財源内訳

※ 100 円未満の額は、四捨五入します。
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Ⅳ 

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
補
助

　
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行

う
場
合
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対　

象　
次
の
①
～
④
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
工
事

①
20
万
円
以
上
の
工
事

②
町
内
に
本
社
・
本
店
の
あ
る
法

人
や
住
所
の
あ
る
個
人
事
業
主
が

行
う
工
事

③
町
で
実
施
し
て
い
る
他
の
制
度

で
住
宅
改
修
な
ど
の
補
助
や
給
付

を
受
け
て
い
な
い
工
事

④
過
去
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

を
受
け
て
い
な
い
住
宅

補
助
額　
工
事
に
要
す
る
費
用
の

10
分
の
１
（
上
限
10
万
円
、
千
円

未
満
切
り
捨
て
）

※
雨
水
抑
制
施
設
を
設
置
す
る
場

合
は
２
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

　
１
月
１
日
に
能
登
半
島
で
最
大

震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

大
地
震
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
日
頃
か
ら
の
備

え
が
大
切
で
す
。

　
町
は
、
地
震
に
よ
る
建
築
物
の

倒
壊
か
ら
町
民
の
大
切
な
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、
予
算
の
範
囲

内
で
次
の
Ⅰ
～
Ⅴ
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ⅰ 

耐
震
診
断
費
の
補
助

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
築
、
着
工
さ
れ
た

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
〈
表
１
〉
の
と
お

り
補
助
し
ま
す
。

Ⅱ 

耐
震
改
修
工
事
費
等
の
補
助

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
築
、
着
工
さ
れ
た

木
造
住
宅
で
、
耐
震
診
断
に
よ
り

耐
震
性
が
低
い
と
さ
れ
た
場
合
に

耐
震
改
修
工
事
費
な
ど
（
耐
震
改

修
設
計
費
、
改
修
工
事
監
理
費
、

改
修
工
事
費
）
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
〈
表
１
〉
の
と
お
り
補
助

し
ま
す
。

　
耐
震
改
修
工
事
費
の
う
ち
、
ど

れ
か
１
つ
で
も
欠
け
る
と
補
助
金

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
耐
震
改
修
工
事
に
直
接
関
係
し

な
い
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
の
要
件
を
満
た
す
工
事

は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を

併
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

Ⅲ 

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等

　

 

整
備
費
の
補
助

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
築
、
着
工
さ
れ
た

木
造
住
宅
へ
の
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
、

防
災
ベ
ッ
ド
（
一
戸
に
つ
き
い
ず

れ
か
一
台
）
の
設
置
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
〈
表
１
〉
の
と
お
り

補
助
し
ま
す
。

対　

象　
次
の
①
ま
た
は
②
の
方

が
居
住
し
て
い
る
世
帯

①
令
和
７
年
３
月
31
日
時
点
で
満

65
歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

＜表１＞各事業の補助上限額

補助事業 補助率 補助上限額
（千円未満切り捨て）

Ⅰ 木造住宅耐震診断費 ３分の２ ７万円

Ⅱ
木造住宅耐震改修設計費 ３分の２ ４万円
木造住宅耐震改修工事監理費 ３分の２ ６万円
木造住宅耐震改修工事費 ３分の１ 40 万円

Ⅲ
木造住宅耐震シェルター整備費 ２分の１ 25 万円
木造住宅防災ベッド整備費 ２分の１ 10 万円

まち
づくり

耐震シェルター

防災ベッド

雨水抑制施設

Ⅴ 

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　

 

撤
去
費
の
補
助

　
道
路
に
面
す
る
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
撤
去
を
行
う
場
合
に
費

用
の
一
部
を
〈
表
２
〉
の
と
お
り

補
助
し
ま
す
。

対　

象　
次
の
①
お
よ
び
②
に
該

当
す
る
工
事

①
一
般
の
道
路
に
面
し
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
（
宅
地
と
宅
地
の

間
に
あ
る
も
の
は
対
象
外
）

②
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
町
が
危

険
と
判
断
す
る
も
の

＜表２＞危険ブロック塀等撤去費

補助額（千円未満切り捨て）

❶ ブロック塀撤去に係る費用

❷
撤去するブロック塀の長さに１メー
トルあたり１万円を乗じた額

❸ 上限 10 万円
※上記の❶～❸のうち最も低い額を補助

地
震
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
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対　

象　
次
の
①
～
③
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
町
に
住
民
登
録
（
住
民
票
）
の

あ
る
方

②
町
民
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

③
賃
貸
な
ど
の
場
合
は
、
所
有
者

の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
方

受
付
期
間　
４
月
15
日
㈪
～
12
月

27
日
㈮

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と

な
り
ま
す
。

※
必
ず
工
事
を
行
う
前（
契
約
前
）

に
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
相
談
の
う

え
、
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
工
事

を
行
っ
た
場
合
は
、
補
助
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

Ⅵ
家
具
転
倒
防
止
器
具
等

購
入
費
の
助
成

　
地
震
に
よ
る
家
具
の
転
倒
や
ガ

ラ
ス
の
飛
散
な
ど
か
ら
町
民
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
家
具
転
倒

防
止
器
具
な
ど
の
購
入
ま
た
は
取

り
付
け
費
用
の
助
成
を
予
算
の
範

囲
内
で
行
い
ま
す
。

対　

象　
町
に
住
民
登
録
（
住
民

票
）
が
あ
る
世
帯
の
世
帯
主
（
一

世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
）

Ⅰ
~
Ⅴ
共
通
事
項

助
成
金
額　
家
具
転
倒
防
止
器
具

な
ど
の
購
入
、
ま
た
は
取
り
付
け

費
用
（
上
限
１
万
円　
千
円
未
満

切
り
捨
て
）

申
請
受
け
付
け　
４
月
15
日
㈪
～

令
和
７
年
２
月
28
日
㈮
ま
で

助
成
器
具
等
の
例

○
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
本
棚
、
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
な
ど
を
固
定
し
、

転
倒
を
防
止
す
る
器
具

○
つ
り
下
げ
型
照
明
器
具
を
固
定

し
、
落
下
を
防
止
す
る
器
具

○
ガ
ラ
ス
の
飛
散
を
防
止
す
る
た

め
に
有
効
な
フ
ィ
ル
ム

問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
課
計

画
整
備
班
☎

１
５
５

　
家
庭
ご
み
を
酒
々
井
リ
サ
イ
ク

ル
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
自
己
搬

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
処
理

で
き
な
い
ご
み
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
庭
ご
み
の
休
日
搬
入

を
〈
表
〉
の
と
お
り
毎
月
第
２
土

曜
日
お
よ
び
翌
日
曜
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。

受
付
日
時　
月
～
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
８
時
30
分
～

11
時
30
分
、
13
時
～
16
時
30
分

家
庭
ご
み
の
自
己

搬
入

経済
環境

休
日
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
11

時
30
分
、
13
時
～
16
時
30
分

処
理
手
数
料　

３
５
０
円
／
10
㎏

※
10
㎏
未
満
で
も
３
５
０
円
の
処

理
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
町
指
定
の
ご
み
袋
に
分
別
し
た

場
合
で
も
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

持
ち
物　
町
内
在
住
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
免
許
証
な
ど
）
、

手
数
料
（
現
金
の
み
）

問
い
合
わ
せ　
佐
倉
市
、
酒
々
井

町
清
掃
組
合
（
酒
々
井
リ
サ
イ
ク

ル
文
化
セ
ン
タ
ー
）
☎
（
４
９
６
）

７
５
１
１
、
経
済
環
境
課
環
境
対

策
室
☎

３
４
２
・
３
４
４

＜表＞粗大ごみ休日受入日

月 受入日 月 受入日

４ 13日㈯、14日㈰ 10 12日㈯、13日㈰
５ 11日㈯、12日㈰ 11 ９日㈯、10日㈰
６ ８日㈯、　９日㈰ 12 14日㈯、15日㈰
７ 13日㈯、14日㈰ １ 11日㈯、12日㈰
８ 10日㈯、11日㈰ ２ ８日㈯、　９日㈰
９ 14日㈯、15日㈰ ３ ８日㈯、　９日㈰

上下
水道

　下水道は、今後耐用年数を迎えた管
かんきょ

渠などの施設
の更新と維持・管理費の拡大が想定されます。
　また、事業運営への影響も懸念されることから、
昨年10月に町上下水道事業運営審議会に「適正な
下水道使用料の在り方」について委員の皆さんより
ご意見をうかがいました。その後も審議を重ねた結
果、持続的な経営のために下水道使用料について改
定の必要があると２月14日に、加

か せ
瀬 進

すすむ
会長から町

長に答申書が手渡されました。
　今後、答申書の内容をもとに改定方針を整理し、
ホームページなどでお知らせします。
問い合わせ 上下水道課業務班☎(４９６)７７２５

適正な上下水道の在り方
～下水道事業運営審議会から答申書～

小坂町長と加瀬会長 答申書

町上下水道事業運営審議員の皆さん
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２
月
27
日
、
令
和
６
年
第
２
回

酒
々
井
町
議
会
定
例
会
が
開
会
し
、

議
会
初
日
に
町
長
が
令
和
６
年
度

の
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
示
す

施
政
方
針
の
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
が
初
め
て
町
長
に
就
任
し
た

翌
年
度
の
平
成
18
年
度
は
、
国
の

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
国
庫
支
出

金
や
地
方
交
付
税
の
減
額
が
続
き

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
人
件
費
や

物
件
費
な
ど
の
経
常
的
経
費
の
削

減
や
効
率
化
に
努
め
る
こ
と
で
、

難
局
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
徐
々
に
地
方
交
付
税

が
増
額
す
る
と
と
も
に
、
国
に
よ

る
経
済
対
策
な
ど
に
よ
る
補
助
金

や
交
付
金
を
最
大
限
活
用
し
た
こ

と
に
よ
り
、
財
政
健
全
化
に
好
転

の
兆
し
が
見
え
始
め
る
と
、
平
成

25
年
に
開
業
し
た
大
型
商
業
施
設

は
、「
酒
々
井
」
と
い
う
知
名
度

の
向
上
と
と
も
に
、
固
定
資
産
税

や
法
人
町
民
税
な
ど
の
自
主
財
源

の
増
加
と
い
う
う
れ
し
い
影
響
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
伴
う
社
会
保
障
経
費
や
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
へ

の
経
費
増
大
に
加
え
、
定
年
延
長

の
義
務
化
に
伴
う
人
件
費
の
増
加

な
ど
、
全
体
と
し
て
歳
入
を
上
回

る
歳
出
の
増
が
懸
念
さ
れ
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く

見
込
み
で
す
。

　
今
後
も
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
歳

入
の
確
保
に
向
け
た
創
意
工
夫
と
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
第
６
次
総
合

計
画
・
前
期
基
本
計
画
期
間
の
中

間
年
度
と
な
り
ま
す
。
７
つ
の
政

策
分
野
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
限
ら

れ
た
経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

〇
母
子
保
健
型
利
用
者
支
援
事
業

　
若
い
世
代
が
安
心
し
て
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に

妊
娠
届
出
時
に
妊
婦
一
人
一
人
に

向
け
て
親
子
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
い
ま
す
。

〇
町
独
自
の
子
育
て
支
援
施
策

　
赤
ち
ゃ
ん
に
初
め
て
の
絵
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
」
や
、
マ
マ
・
パ
パ
と
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
口
腔
の
健

康
の
維
持
を
図
る
「
マ
マ
・
パ
パ

歯
科
検
診
」、
妊
産
婦
が
健
診
な

ど
で
通
院
す
る
際
の
タ
ク
シ
ー
料

金
の
一
部
を
助
成
す
る
「
妊
婦
・

乳
児
支
援
タ
ク
シ
ー
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

〇
高
齢
者
の
生
き
が
い
支
援

　

交
流
拠
点
施
設
「
げ
ん
き
館
」

で
、
民
間
企
業
で
あ
る
指
定
管
理

者
の
自
由
な
発
想
を
活
用
し
て
効

果
的
、
効
率
的
な
事
業
を
展
開
し
、

高
齢
者
と
多
世
代
の
町
民
と
の
交

流
促
進
と
健
康
づ
く
り
を
通
じ
て
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

〇
保
健
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

　

整
備
か
ら
約
40
年
が
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
顕
著
に
な
っ
て

い
ま
す
。
町
民
が
安
心
し
て
健
康

づ
く
り
を
行
え
る
よ
う
、
太
陽
光

発
電
設
備

の
設
置
な

ど
省
エ
ネ

に
も
配
慮

し
な
が
ら
、

２
カ
年
に

わ
た
っ
て

改
修
工
事

を
行
い
ま

す
。

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

町
長
施
政
方
針

町
長
施
政
方
針

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

令
和
６
年
度
の
主
要
施
策

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
検
討

　
老
朽
化
に
伴
う
今
後
の
施
設
の

あ
り
方
と
し
て
、「
地
方
自
治
体

の
広
域
連
携
の
推
進
」
の
一
環
に

よ
り
富
里
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
調
理
等
業
務
を
委
託
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
今
後
の
児
童
生
徒
減

少
へ
の
効
果
的
な
対
応
、
将
来
の

安
定
し
た
給
食
の
提
供
、
財
政
的

な
合
理
性
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

〇
町
体
育
館
の
解
体
撤
去

　
耐
震
性
や
老
朽
化
に
よ
り
、
使

用
を
中
止
し
て
い
た
町
体
育
館
、

酒
々
井
小
学
校
プ
ー
ル
の
解
体
撤

去
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
は
、
児

童
の
安
全
を
考
慮
し
て
、
酒
々
井

小
学
校
の
夏
休
み
期
間
を
中
心
に

行
い
ま
す
。

〇
古
民
家
再
生
・
利
活
用

　

令
和
６
年
度
か
ら
始
動
す
る

「
文
化
観
光
課
」
を
中
心
に
、
民

話
絵
本
を
通
じ
て
町
の
歴
史
と
文

化
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
令
和

５
年
度
に
策
定
し
た
「
酒
々
井
町

歴
史
的
建
造
物
利
活
用
計
画
」
を

基
に
、
歴
史
的
風
致
と
し
て
の
町

家
、
農
家
な
ど
を
地
域
活
性
化
に

資
す
る
よ

う
、
古
民

家
の
再
生

や
利
活
用

に
取
り
組

み
ま
す
。

〇
ド
イ
ツ
国
際
交
流
事
業

　
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

た
ド
イ
ツ
・
ド
ル
フ
ェ
ン
市
と
の

相
互
交
流
事
業
を
５
年
ぶ
り
に
再

開
し
ま
す
。
酒
々
井
中
学
校
生
徒

を
ド
イ
ツ
へ
派
遣
し
て
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
や
現
地
校
で
の
学
習
を
体
験

し
ま
す
。

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
か
ら
派
遣
さ
れ

た
生
徒
を
酒
々
井
中
学
校
で
受
け

入
れ
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、

英
語
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
国
際
社
会

に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

１

健
康
・
福
祉
・
子
育
て

２　

教
育
・
文
化

町長　小坂泰久

保健センター民話絵本
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〇
消
防
・
防
災
事
業

　
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
「
く
ら
し
安
全

協
働
課
」
を
新
設
し
自
主
防
災
組

織
な
ど
に
対
し
防
災
資
機
材
の
購

入
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、「
ぼ

う
さ
い
出
前
講
座
」を
行
い
自
助・

共
助
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

〇
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
支

援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
、
妊
産
婦
な
ど
に
つ
い
て
、

名
簿
へ
の
登
録
を
促
し
、
地
域
で

の
共
助
に
よ
る
避
難
支
援
体
制
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

〇
交
通
安
全
・
防
犯
対
策

　
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
警

察
官
Ｏ
Ｂ
を
配
置
し
た
「
防
犯
ボ

ッ
ク
ス
」
を
中
心
に
、
自
治
会
お

よ
び
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

の
合
同
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
見
守

り
、
街
頭
監
視
を
実
施
し
、
地
域

防
犯
力
の
向
上
と
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

ど
を
交
付
し
、
資
源
循
環
に
よ
り

町
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の

減
量
化
に
努
め
ま
す
。

〇
環
境
保
全
対
策

　
町
内
河
川
の
水
質
検
査
を
実
施

す
る
ほ
か
、
町
不
法
投
棄
監
視
員

と
協
力
し
な
が
ら
、
町
内
の
不
法

投
棄
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
回
収
を
行

い
、
不
当
な
残
土
や
ご
み
の
不
法

投
棄
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

〇
地
域
猫
対
策

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
避
妊
・

去
勢
手
術
を
実
施
す
る
活
動
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
、
地
域
猫
の

発
生
抑
止
に
努
め
ま
す
。

　
酒
々
井
町
は
、
明
治
22
年
の
町

制
施
行
に
よ
り
誕
生
し
て
か
ら
、

一
度
も
合
併
す
る
こ
と
な
く
独
立

独
歩
の
道
を
歩
み
続
け
、
本
年
４

月
に
は
節
目
と
な
る
１
３
５
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　
太
古
か
ら
続
く
広
域
結
節
点
と

し
て
の
地
理
的
環
境
を
礎
に
、
４

つ
の
鉄
道
駅
や
高
速
道
路
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
、
先
人
た
ち
の

努
力
な
ど
に
よ
り
優
れ
た
交
通
網

と
都
市
基
盤
が
備
え
ら
れ
、
こ
う

し
た
町
の
地
域
特
性
を
拠
り
所
と

し
て
、
明
治
22
年
の
誕
生
以
来
、

人
々
が
こ
の
町
に
集
い
、
交
流
し
、

そ
し
て
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
現

在
の
「
日
本
で
一
番
歴
史
の
古
い

町
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歴
史
を
次
代
へ
と
つ
な
ぎ
、

さ
ら
に
積
み
上
げ
て
い
く
た
め
に

「
交
流
の
ま
ち
」
に
磨
き
を
か
け
、

人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
町
民

一
人
一
人
の
幸
福
感
が
増
し
て
い

く
、
活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
着

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
政
策
秘
書

室
☎
 
２
０
４

町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

〇
﹁
ま
る
ご
と
し
す
い
﹂
の
活
用

　
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の

経
営
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
、
特

産
品
開
発
や
販
路
の
支
援
、
商
品

の
展
示
、
販
売
な
ど
の
支
援
、
町

内
へ
誘
客
を
図
る
た
め
の
観
光
案

内
所
機
能
を
併
設
し
た
施
設
と
し

て
町
直
営
に
よ
り
管
理
運
営
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
民
間
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
自
由
な
発
想
を
活
用
し
、

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
管
理
経

費
の
節
減
や
来
館
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
６
年

度
よ
り
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
を
行
い
ま
す
。

〇
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
郷
土
へ
の
愛

着
や
誇
り
を
高
め
る
と
と
も
に
、

〇
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断

お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
に
係
る
費

用
の
補
助
を
行
う
ほ
か
、
高
齢
者

な
ど
避
難
弱
者
が
木
造
住
宅
に
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
耐
震
ベ
ッ
ド
を

設
置
す
る
場
合
お
よ
び
家
具
転
倒

防
止
な
ど
の
器
具
を
購
入
す
る
場

合
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

〇
中
川
の
治
水
対
策

　
中
川
流
域
の
適
切
な
水
害
対
策

と
し
て
、
中
川
調
節
池
の
整
備
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〇
町
道
の
整
備
お
よ
び
維
持
管
理

　
通
学
路
な
ど
の
安
全
確
保
、
利

便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
改
良

工
事
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
く
橋
梁
の
補
修
設
計
や
点

検
業
務
な
ど
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
な
が
ら
実
施
す
る
ほ
か
、
京

成
酒
々
井
駅
、
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
お

よ
び
Ｊ
Ｒ
南
酒
々
井
駅
前
の
自
転

車
等
駐
車
場
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド

形
成
を
図
る
べ
く
、
戦
国
大
名
千

葉
氏
の
か
つ
て
の
居
城
「
本
佐
倉

城
」
城
下
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
礼

を
復
活
再
現
さ
せ
た
「
酒
々
井
・

千
葉
氏
ま
つ
り
」
を
５
年
ぶ
り
に

開
催
し
ま
す
。

〇
町
制
施
行
１
３
５
周
年

　
４
月
１
日
に
町
制
施
行
１
３
５

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
の

年
に
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感

謝
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
１
３
５
周
年
を
お
祝
い
す

る
た
め
、
６
月
２
日
㈰
に
町
制
施

行
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

５　

都
市
基
盤

〇
脱
炭
素
化
へ
の
取
組

　
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出

量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
宣
言
に
基
づ
き
、

「
酒
々
井
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
の
重
点
施
策
を
推
進
す

る
た
め
、
電
気
自
動
車
等
購
入
補

助
金
や
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
、
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス

テ
ム
、
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
金

を
交
付
す
る
ほ
か
、
資
源
回
収
協

力
団
体
な
ど
に
対
し
て
奨
励
金
な

４

環
境
共
生

３　

生
活
安
全

６　

産
業
・
経
済

　

都
市
基
盤

　

地
域
生
活
・
行
財
政

電気自動車用充電器

７　

地
域
生
活
・
行
財
政
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令和６年度当初予算
一般会計、前年度比7.8％増の
７１億９,７４７万３千円でスタート

　令和６年度予算が、３月議会で可決されま
した。
　一般会計当初予算は71億9,747万3千円
で、前年度に比べ５億1,862万円、7.8％増加
しています。
　国民健康保険など３つの特別会計予算の
合計は41億6,121万４千円となっています。
問い合わせ　企画財政課財政班☎　２２７

歳 出

歳入
2,881,653
40.0%

町税
2,881,653
40.0%

地方交付税
1,234,236
17.1%

町債
672,900
9.3%

県支出金
422,188
5.9%

交付金等
622,256
8.6%

国庫支出金
653,053
9.1%

その他
123,984
1.8%繰入金

473,151
6.6%

諸収入
114,052
1.6%

歳出

総務費
946,657
13.2%

民生費
2,222,048
30.9%

その他
173,181
2.4%

衛生費
760,898
10.6%

議会費
120,357
1.7%

1,099,580
15.3%

教育費
1,099,580
15.3%

土木費
751,569
10.3%

消防費
559,533
7.8%公債費

563,650
7.8%

　歳入の４割を超える町税は、経済活動がコロナ禍以前の
水準に回復していることから、法人町民税の増加を見込み
ましたが、生産年齢人口の減少等に伴い個人町民税と固定
資産税の減少を見込み、町税全体としては前年度比1.5％
減少としています。
　地方交付税は、自主財源及び臨時財政対策債の減少によ
り、普通交付税が増加するものと推計し、前年度比29.4
％増加しています。

　町債は、臨時財政対策債の減少があるものの、地方道整
備事業、保健センター大規模改修事業、町体育館等解体整
備事業の増加により、前年比115.0％増加しています。
　国庫支出金は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確
保事業費補助金、子どものための教育・保育給付交付金な
どの減少により、前年度比０．１％減少しています。
　交付金等は、地方消費税交付金及び株式等譲渡所得割交
付金などの減少により、前年度比12.7％減少しています。

　民生費は、介護給付費・訓練等給付費、介護保険特別会
計繰出金などの増加により、前年度比5.7％増加していま
す。
　教育費は、町体育館解体工事、酒々井小学校プール解体
工事、教材備品の購入などの増加により、前年度比9.7％
増加しています。
　総務費は、退職手当負担金などの減少により、前年度比
10.1％減少しています。
　衛生費は、保健センター大規模改修工事などの増加によ

り、前年度比25.5％増加しています。
　土木費は、中川調節池整備工事、町道０２–０１２号線
道路改良工事などの増加により、前年度比41.9％増加し
ています。
　公債費は、元金償還額などの減少から、1.3％減少して
います。
　消防費は、佐倉市八街市酒々井町消防組合負担金などの
増加により、前年度比7.4％増加しています。

区　分
６年度 ５年度 前年度比較

予算額 増減額 増減率

町 税 2,881,653 2,924,812 △ 43,159 △ 1.5
地方交付税 1,234,236 954,000 280,236 29.4
町 債 672,900 313,032 359,868 115.0
国庫支出金 653,053 653,617 △ 564 △ 0.1
交 付 金 等 622,256 712,418 △ 90,162 △ 12.7
繰 入 金 473,151 482,576 △ 9,425 △ 2.0
県 支 出 金 422,188 405,934 16,254 4.0
諸 収 入 114,052 114,669 △ 617 △ 0.5
そ の 他 123,984 117,795 6,189 5.3
合 計 7,197,473 6,678,853 518,620 7.8

歳入予算の前年度比較 （単位：千円、％）

区　分
６年度 ５年度 前年度比較

予算額 増減額 増減率

民 生 費 2,222,048 2,101,327 120,721 5.7
教 育 費 1,099,580 1,002,748 96,832 9.7
総 務 費 946,657 1,052,811 △ 106,154 △ 10.1
衛 生 費 760,898 606,110 154,788 25.5
土 木 費 751,569 529,710 221,859 41.9
公 債 費 563,650 571,081 △ 7,431 △ 1.3
消 防 費 559,533 521,122 38,411 7.4
議 会 費 120,357 120,523 △ 166 △ 0.1
そ の 他 173,181 173,421 △ 240 △ 0.1
合 計 7,197,473 6,678,853 518,620 7.8

歳出予算の前年度比較 （単位：千円、％）

歳 入
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　平成26年４月の消費税の税率が５％から８％に改正された引き上げによる増収分及び令和元年10月からの２％
の引き上げによる増収分は、社会保障施策に要する経費に充てられています。令和６年度歳入の地方消費税交付金

（社会保障財源化分）2億4,610万８千円、歳出の社会保障施策に要する経費は、21億8,603万６千円です。なお、
令和６年度一般会計における使途の状況は＜表＞のとおりです。

令和６年度  一般会計予算の７つの基本目標別主要事業

令和６年度地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途について

障害者総合支援事業
後期高齢者医療事業
児童手当支給事業
保育委託事業
岩橋保育園運営事業
保健センター一般事務費
社会福祉一般事務費
中央保育園運営事業
子ども医療費助成事業
放課後児童クラブ事業
予防接種事業
障害者福祉事業
健康増進事業
子ども・子育て支援事業

4億1,715万円
3億4,055万円
2億1,647万円
1億9,564万円
1億4,946万円
1億4,409万円

7,017万円
6,173万円
6,013万円
5,842万円
5,300万円
4,615万円
3,256万円
3,120万円

健康・福祉・子育て
１ 誰もが健やかに暮らせる、支え合いのまちづくり

5億2,090万円
2,453万円
2,157万円
1,253万円
1,226万円

３ 豊かな日常を守る、安全安心なまちづくり

佐倉市八街市酒々井町消防組合負担金
防犯街灯事業
消防施設事業
防犯ボックス事業
消防団事業

生活安全

2億2,395万円
3,318万円
2,221万円
1,802万円

525万円

じん芥処理事業
環境保全対策事業
環境衛生対策事業
し尿処理事業
地球温暖化対策推進事業

環境共生
４ 自然と共存し、環境に負荷をかけないまちづくり

1億5,667万円
9,861万円
7,555万円
5,015万円
2,449万円
2,409万円

給食事業
教育総務一般事務費
墨古沢遺跡保存整備事業
体育施設管理事業
児童生徒国際交流振興事業
プリミエール管理事業

教育・文化
２ 人権と学びが尊重され、豊かな心と歴史・文化が香るまちづくり

21億3,935万4千円
16億287万7千円
4億1,898万3千円

（1.1％減）
（8.6％増）
（15.1％増）

特別会計
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後期高齢者医療

下水道事業会計
3億8,102万4千円
4億6,406万8千円

8,881万4千円
2億60万5千円

（0.7％増）
（4.7％減）
（20.7％減）
（25.3％減）

下水道事業収益
下水道事業費用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

5億4,251万9千円
5億1,202万9千円
2億7,261万4千円

4億682万3千円

（0.1％増）
（1.2％増）
（77.1％増）
（48.6％増）

水道事業会計
水 道 事 業 収 益
水 道 事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

2億9,380万円
1億1,186万円

5,031万円
4,800万円
1,911万円
1,760万円
1,420万円

河川改修事業
社会資本整備総合交付金事業（道改）
道路維持事業
社会資本整備総合交付金事業（道維）
街区公園管理事業
駐輪場事業
総合公園管理事業

都市基盤
５ 便利で快適な、歩いて暮らせるまちづくり

1,676万円
1,189万円

900万円
691万円

コミュニティプラザ運営事業
農業振興管理事業
まるごとしすい運営事業
農業基盤整備事業

産業・経済
６ 活力と魅力にあふれ、にぎわいのあるまちづくり

7,184万円
5,514万円
4,677万円
3,549万円
3,061万円
2,481万円

賦課徴収事業
戸籍住民基本台帳一般事務費
情報化推進事業
企画一般事務費
総務一般事務費
庁舎管理事業

地域社会・行財政
7 多様な主体との連携により、地域の力で紡ぎだすまちづくり

＜表＞社会保障施策に要する経費 （単位：千円）

事業区分 経費

財源内訳
特定財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 うち地方消費税交付金
（社会保障財源化分）

社会福祉

障害者福祉事業 533,462 204,198 118,210 0 643 210,411 39,869 
高齢者福祉事業 31,077 0 0 0 5,189 25,888 4,905 
児童福祉事業 719,691 267,676 111,038 0 13,257 327,720 62,096 
母子福祉事業 8,666 0 4,002 0 0 4,664 884 

小計 1,292,896 471,874 233,250 0 19,089 568,683 107,754 

社会保険

国民健康保険事業 115,839 16,903 53,502 0 0 45,434 8,609 
介護保険事業 237,658 7,538 3,881 0 0 226,239 42,868 
後期高齢者医療事業 340,552 0 42,238 0 7,243 291,071 55,152 

小計 694,049 24,441 99,621 0 7,243 562,744 106,629 

保健衛生

予防事業 77,887 575 135 0 150 77,027 14,595 
健康増進事業 32,557 203 2,907 0 2,175 27,272 5,167 
母子保健事業 88,647 7,512 17,757 0 243 63,135 11,963 

小計 199,091 8,290 20,799 0 2,568 167,434 31,725 
合計 2,186,036 504,605 353,670 0 28,900 1,298,861 246,108 

※（　）内は、前年度比
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参加費の記載がないものは無料です。

釣
り
キ
ン
グ
決
定
！

第
10
回
青
少
年
相
談
員

釣
り
大
会

　
時
間
内
に
釣
っ
た
鯉
の
数
を

競
う
大
会
で
す
。
初
め
て
の
方

も
青
少
年
相
談
員
が
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

日　

時　
４
月
21
日
㈰
９
時
30

分
～
12
時
（
雨
天
中
止
）

会　

場　
谷
養
魚
場
（
成
田
市

下
方
１
３
７
９
）

対　

象　
小
学
４
年
生
～
中
学

３
年
生
（
保
護
者
同
伴
可
）

定　

員

30
人
（
要
申
込
・
先

着
順
）

参
加
費

5
0
0
円
（
道
具
代

込
）

持
ち
物　
タ
オ
ル

申
込
方
法　
電
話
の
み

申
込
期
限　
４
月
17
日
㈬

申
込
・
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学

習
課
社
会
教
育
班
☎（
４
９
６
）

５
３
３
４

※
谷
養
魚
場
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

青
少
年
相
談
員
事
業

し
す
い
・
ハ
ー
ブ

ガ
ー
デ
ン
開
園

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
し
す
い

・
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
が
開
園
し
ま

す
。
併
設
の
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

広
く
な
り
、
ハ
ー
ブ
苗
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ブ
関
連
商
品
を

多
数
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

開
園
期
間　
４
月
２
日
㈫
～
11
月

30
日
㈯
（
月
曜
日
定
休
）

※
状
況
に
よ
り
、
４
月
２
日
㈫
に

開
園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
園
時
間

10
時
～
16
時

問
い
合
わ
せ　
し
す
い
・
ハ
ー
ブ

ガ
ー
デ
ン
☎
（
４
９
６
）
４
９
０

９
、
文
化
観
光
課
文
化
観
光
振
興

班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

しすい・ハーブガーデン
　
４
月
７
日
㈰
に
上
岩
橋
の
獅
子

舞
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
獅
子
舞
は
、
江
戸
時
代
中

頃
か
ら
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
五
穀

豊
穣
を
祈
願
し
て
、
地
区
の
鎮
守

の
駒
形
、
菊
賀
、
大
鷲
の
三
神
社

と
区
長
宅
で
演
舞
が
奉
納
さ
れ
、

町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

巡
回
場
所
・
予
定
時
刻

駒
形
神
社
９
時
、
菊
賀
神
社
11
時
、

大
鷲
神
社
14
時
30
分

※
当
日
は
開
始
（
７
時
お
よ
び
各

神
社
の
開
始
時
刻
）
に
合
わ
せ
花

火
が
上
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
文
化

財
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

上
岩
橋
の
獅
子
舞

各神社の案内図

　
隣
保
館
で
は
、
音
楽
健
康
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
歌
を
歌
っ
た
り
音
楽
に
合
わ
せ

た
体
操
な
ど
、
年
齢
に
関
係
な
く

誰
で
も
参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

見
学
・
体
験
で
き
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　

時　
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

10
時
～
11
時
30
分

内　

容　
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演
奏
に

合
わ
せ
て
懐
か
し
い
歌
謡
曲
、
唱

歌
、叙
情
歌
、民
謡
な
ど
の
合
唱
、

音
楽
に
合
わ
せ
た
運
動
や
簡
単
な

楽
器
の
演
奏
な
ど

講　

師　
音
楽
療
法
士　
千ち

ば葉
明あ

き

子こ

さ
ん

問
い
合
わ
せ　
隣
保
館
☎
（
４
９

６
）
１
１
０
７

隣
保
館
教
室

音楽健康教室の様子

広告
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●子育て支援活用カレンダー● ４月

日時　月～土曜日（祝日を除く）①９時～12時②13時
30分～16時
※４日㈭午前中は、スタッフ会議のため休館です。
４月の行事（要申込）

時間　①９時～11時45分②13時～14時45分
申込方法　電話、メール
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）９時～15時
４月の行事（要申込）

期　日 内　容

11日㈭ ふれあい遊び（大型紙芝居「はらぺこあお
むし」）

15日㈪
午前

ママと赤ちゃんの日★
対象　２～12カ月のお子さんと保護者

20日㈯
午前

パパと赤ちゃんの日★
対象　２～12カ月のお子さんと保護者

26日㈮
午前

誕生会
ボランティア　おはなしポップコーン

※園庭開放（要申込）今月はありません。
申込・問い合わせ　昭苑こども園☎（４

９６）３２３８、しょうえんこどもこそだ
てルーム☎０９０　（３９０５）７４５１、 
✉kosodate55@shoen.ed.jp

子育て支援センター　あいあい しょうえん こども こそだてルーム

日　時 内　容

19日㈮①10時 子育てルーム見学会（こどもこそだ
てルームの紹介）

23日㈫～30日
㈫

子育てリサイクルデー
※事前にＩ イｎ ンｓ スｔ タａ グｇ ラｒ ムａｍにて紹介予定

　広報ニューしすい「こんにちは しすいっ子」の
コーナーでご紹介する、しすいっ子の写真を募集し
ています。就学前の幼児の写真、名前（ふりがな）、
生年月日、住所、電話番号、家族から一言をご記入
のうえ、郵送またはメールでご応募ください。
応募先・問い合わせ　〒２８５－８５１０　酒々井町
中央台４－11　企画財政課広報広聴班☎ ２２３、
✉ kouhou@town.shisui.chiba.jp

　広報ニューしすい「こんにちは しすいっ子」の

わが子を紹介しませんか！わが子を紹介しませんか！

（★の行事は、いつでも申し込みできます。）
申込方法　電話、窓口
申込開始日　行事の２週間前
○毎週月曜日（９時～16時）は、子育てコンシェルジ
ュに育児や就園などについて電話相談ができます。
〇22日㈪～27日㈯は、身体測定ができます。
〇誕生カードの手形はいつでも取れます。
問い合わせ　子育て支援センター　あいあい☎（２９０）
９７９０

広告

４月の岩橋保育園・中央保育園の
園庭開放の予定はありません。
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酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問 い 合 わ せ

令
和
６
年
度　
子
宮
頸
が
ん・乳
が
ん
検
診（
集
団
）

申
し
込
み
受
け
付
け
中

期　

日
〈
表
〉
の
と
お
り

検
診
の
種
類

期
　
日

子
宮
頸
が
ん

６
月
18
日
㈫
、
19
日
㈬

７
月
４
日
㈭

乳
が
ん（
エ
コ
ー
）
６
月
24
日
㈫
、
７
月
４
日
㈭

乳
が
ん

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

６
月
18
日
㈫
、
19
日
㈬
、
24

日　
㈪
、
25
日
㈫

７
月
４
日
㈭
、
５
日
㈮

＜表＞期日対　

象

子
宮
頸
が
ん
検
診

20
歳
以
上
の
奇
数
歳
の
女
性

※
令
和
５
年
度
に
受
け
て
い
な
い
方
は
、
偶
数
歳
で

も
受
診
で
き
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
︵
エ
コ
ー
︶　

40
歳
代
の
偶
数
歳
・
30
歳
代
の
女
性

乳
が
ん
検
診
︵
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
︶　

40
歳
代
の
奇
数
歳
・
50
歳
以
上
の
女
性

検
診
費
用　
い
ず
れ
も
１
，
０
０
０
円

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
方　
次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
75
歳
以
上
（
昭
和
24
年
12
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）

の
方
：
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

②
生
活
保
護
世
帯
の
方
：
検
診
当
日
に
、
生
活
保
護

受
給
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
：
印
鑑
（
認
め
印
可
）

を
ご
持
参
の
う
え
、
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
免
除
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
必
要
な
方

①
検
診
を
初
め
て
受
け
る
方

②
子
宮
頸
が
ん
検
診
：
前
回
の
検
診
が
令
和
３
年
度

以
前
の
方
、
令
和
４
年
度
に
個
別
検
診
を
受
け
て
い

る
方

③
乳
が
ん
検
診
：
前
回
の
検
診
が
令
和
４
年
度
以
前

の
方
、
令
和
５
年
度
に
個
別
検
診
を
受
け
て
い
る
方

で
集
団
検
診
を
希
望
す
る
方

申
込
方
法　
必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
申
し
込
み
検
診
名
）
を
ご
記

入
の
う
え
、
次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
ハ
ガ
キ
（
５
月
10
日
㈮
必
着
）、
②
メ
ー
ル
、
③

窓
口
、
④
電
話
、
⑤
フ
ァ
ク
ス

申
込
期
限　
５
月
10
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
〒
２
８
５

－

８
５
１
０　
酒
々
井
町
中
央
台
４

－

10

－

１
、
✉kenkou

＠tow
n.shisui.

chiba.jp

　
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
が
読
み
込
め
ま
す
。

　
年
齢
と
と
も
に
段
々
と
身
体
も
心
も
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や

適
度
な
負
荷
を
か
け
な
が
ら
、
筋
力
ア
ッ
プ
の
運
動

を
行
い
ま
す
。

日　

時　
５
月
17
日
㈮
、
24
日
㈮
、
31
日
㈮
（
全
３

回
）
10
時
～
11
時
30
分

会　

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

講　

師　
日
本
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

三み
つ
は
し橋

好よ
し
こ子

さ
ん

対　

象

65
歳
以
上
の
方

定　

員

20
人
（
要
申
込
、
抽
選
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
、
窓
口

申
込
期
限　
５
月
２
日
㈭

※
通
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

広告

筋
力
ア
ッ
プ
教
室

健幸ポイント
対象事業

健幸ポイント
対象事業
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参加費の記載がないものは無料です。

今月の行事

予防接種　委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・４種混合・日本
脳炎・ヒブ・小児用肺炎球菌・水痘・B 型
肝炎・ロタ・５種混合

 ９歳〜 13 歳未満 日本脳炎

11歳〜 13 歳未満 ジフテリア破傷風混合

小学校６年生～
高校 1 年生女子 ヒトパピローマウイルス感染症

成人・高齢者 麻しん風しん混合・肺炎球菌

◎印旛市郡小児初期急病診療所（０〜 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受け付けは、診療終了の15分前までです。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～翌朝８時
☎＃8000　ダイヤル電話からは☎（242）9939
◎救急安心電話相談 平日、土曜日：18時～翌朝８時
日曜日、祝日、GW、年末年始：９時～翌朝８時
☎＃7119　ダイヤル電話からは☎０3（6810）1636

診療日時
診療日 診療時間

平日・土曜日 19時～ 23時
日曜日・祝日

12月29日～１月３日
 ９時～ 17時
19時～ 23時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　科
小児科

毎日 19時～23時
日曜日・祝日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

外　科
日曜日・祝日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

歯　科
祝日（日曜日を除く）・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受け付けは、診療終了の15分前までです。

※来診する際は、事前に電話を入れ、保険証をご持参ください。 

期　日 内　容 受付時間・会場

９ 日 ㈫
乳
児
相
談

10カ月児
Ｒ５. ５月生

10時～11時
保健センター

４カ月児
Ｒ５.11月生

13時30分～14時30分
保健センター

23日㈫ １歳６カ月児健康診査
Ｒ４. ８、９月生

13時～13時30分
保健センター

随時
健康相談・歯科健康相談
※事前にお電話にてご予
約をお願いします。

保健センター

令
和
６
年
度
か
ら
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
（
定
期
）
の
対
象
者
は
65
歳
の
方
と
な
り
ま
し
た

実
施
医
療
機
関　
〈
表
〉
の
と
お
り

※
町
外
の
実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象　
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

の
う
ち
、
一
度
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

①
65
歳
の
方
：
65
歳
の
誕
生
日
前
日
か
ら
66

歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
に
接
種

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
の
あ
る
方

接
種
費
用　
３
，
５
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、
生
活
保
護
受

給
証
明
書
を
接
種
時
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

接
種
方
法　
予
診
票
お
よ
び
接
種
済
証
を
ご

記
入
の
う
え
、
実
施
医
療
機
関
〈
表
〉
に
事

前
に
予
約
の
う
え
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
昭
和
34
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の
対
象

①
の
方
に
は
予
診
票
を
順
次
送
付
し
ま
す
。

そ
の
他
の
対
象
の
方
で
接
種
を
希
望
す
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

＜表＞実施医療機関

医療機関名 電話番号

まえだ医院 ☎（４９６）３６１０

しすい整形
クリニック ☎（４８１）６６１１

酒々井虎の門
クリニック ☎（３１０）７０２１

千葉しすい
病院 ☎（４８１）８１１１

しすいホーム
クリニック ☎（３０９）８３８８

安
全・楽
し
く・気
軽
に
で
き
る
！

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・ウ
ォ
ー
ク

　
「
歩
き
の
質
」
を
高
め
ま
せ
ん
か
。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方

法
を
指
導
し
ま
す
。

日　

時　
５
月
９
日
㈭
、
16
日
㈭
、
23
日
㈭

（
全
３
回
）
10
時
～
11
時
30
分

※
雨
の
場
合
は
、
中
央
公
民
館
講
堂
で
行
い

ま
す
。

※
血
圧
測
定
を
行
う
の
で
早
め
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
自
宅
に
血
圧
計
が
あ
る
方
は
測
定

し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所　
中
央
公
民
館
講
堂

対　

象　
20
歳
以
上
の
方

定　

員　
30
人
（
要
申
込
、
先
着
順
）

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
両
手
を
ふ
さ
が
な
い
バ
ッ

ク
、
ポ
ー
ル
（
お
持
ち
の
方
）、
動
き
や
す

い
服
装
お
よ
び
運
動
靴

※
ポ
ー
ル
は
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
、
窓
口

申
込
期
限　
４
月
26
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
臨
時

接
種
終
了
に
伴
い
、
酒
々
井
町
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
終
了
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
終
了

健幸ポイント
対象事業



朝市・夕市（毎週日曜日開催）朝　市＝役場駐車場（７時～）　　夕　市＝上野作　　　　　歩道橋東酒々井側（15時～）　　　木曜市　木曜市＝旧東酒々井直売所（10時～正午）
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４月の各種相談４月の各種相談
相談名 日時 ・ 会場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 ４日㈭、18日㈭13時～16時　町社会福祉協議会 町社会福祉協議会☎（４９６）６６３５
※相談日の 3 日前までに電話予約が必要です。

（先着順１日６件まで）法律相談 11日㈭、25日㈭13時～16時　町社会福祉協議会

人権相談 ９日㈫13時30分～15時　役場西庁舎２階第1会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７
身体障がい者
相談 月～金曜日（祝日を除く）９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３５

相談員・小出喜市さん、里見弘美さん
知的障がい者
相談 月～金曜日（祝日を除く）９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３４

相談員・福田美千代さん

障がい者差別
相談 月～金曜日（祝日を除く）９時～17時

印旛保健所（印旛健康福祉センター）☎（４８６）５９９１ 
（４８６）２７７７

健康福祉課福祉班☎ １３４

生活困窮相談 ２日㈫、16日㈫９時30分～16時
役場西庁舎１階（町社会福祉協議会） 健康福祉課福祉班☎ １３４

子ども相談（町）19日㈮13時30分～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）月～金曜日（祝日を除く）９時～16時
印旛保健所（印旛健康福祉センター）家庭児童相談室

印旛保健所（印旛健康福祉センター）地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談 月～金曜日（祝日を除く）９時～17時 学校教育課学校教育班☎ ３１１

※電話による相談もできます。

家庭教育相談 木・金曜日（祝日を除く）９時～17時 生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※相談を希望される場合は、事前にご連絡ください。

消費生活相談
２日㈫、９日㈫、16日㈫、23日㈫、30日㈫
10時～12時30分、13時～15時
役場中央庁舎１階会議室

経済環境課商工観光班☎ ３４６

就労・進路相談 10日㈬13時～17時　役場中央庁舎１階会議室
ちば北総地域若者サポートステーション
☎０４７６（３７）６８４４
※相談を希望される場合は、事前に予約してください。

子育て電話相談

子育て支援センターあいあい
月曜日（祝日を除く) ９時～16時 子育て支援センター　あいあい☎（２９０）９７９０

岩橋保育園　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　９時～17時中央保育園　※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談 今月の年金相談はございません。 健康福祉課国保年金班☎ １２１

夕　市＝上野作歩道　　　　　橋東酒々井側（15時～） 木曜市   木曜市＝旧東酒々井直売所（10時～正午）

　国税職員は、国税局や税務署におい
て、税務のスペシャリストとして法律
・経済・会計などの専門知識を駆使し
て適正な課税を維持し、租税収入を確
保するための事務を行います。
試験日　第 1 次試験 9 月 1 日㈰、第 2
次試験 10 月 9 日㈬～ 10 月 18 日㈮のう
ち指定された日
申込方法　ホームページ
申込期間　6 月 14 日㈮
9 時～ 6 月 26 日㈬
問い合わせ　試験概要などの詳しくは、
国税庁ホームページ「採用関係お役立
ちリンク集」をご覧くだ
さい。

国税職員（税務職員）募集 お知らせ

試験日程　 6 月 6 日㈭～ 9 月 8 日㈰の
指定する日
合格発表日　8 月 30 日㈮または 10 月
　4 日㈮
※職種および等級によります。
職種　園芸装飾、造園、ほか 38 種
受検手数料　一般（実技） 1 8 , 2 0 0
円、（学科）3 , 1 0 0 円
※その他、在校生や年齢などにより手
数料が異なる場合があります。
受付期間　 4 月 3 日㈬～ 16 日㈫
問い合わせ　千葉県職業
能力開発協会技能検定課
☎（ 2 9 6 ） 1 1 5 0

令和６年度前期技能検定
　移動交番は、各種届け出の受理や開
設した地域の周辺の警戒、巡回パトロ
ールなどを行い、地域の実情に沿った
情報発信や犯罪抑止活動を行っていま
す。
開設予定日時と場所
酒々井町駅前交流センター
 4 月 4 日㈭ 14 時～ 15 時 30 分
 4 月22日㈪ 14 時～ 15 時 30 分
酒々井プレミアム・アウトレット
 4 月 3 日㈬ 14 時～ 15 時 30 分
 4 月19日㈮ 14 時～ 15 時 30 分
スーパータイヨー酒々井店
 4 月 3 日㈬ 10 時～ 11 時 30 分
 4 月17日㈬ 14 時～ 15 時 30 分
問い合わせ　佐倉警察署地域課移動交
番係☎（ 4 8 4 ） 0 1 1 0

４月の移動交番開設日



朝市・夕市（毎週日曜日開催）朝　市＝役場駐車場（７時～）　　夕　市＝上野作　　　　　歩道橋東酒々井側（15時～）　　　木曜市　木曜市＝旧東酒々井直売所（10時～正午）
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夕　市＝上野作歩道　　　　　橋東酒々井側（15時～）朝市・夕市（日曜日開催）　  朝　市＝役場駐車場（６時30分～）
19

参加費の記載がないものは無料です。

　町民の皆さんが気軽に集
まれる地域のお茶の間・ふ
れあいサロン「かざぐるま」
に来てみませんか。
　ボランティアの方々や参
加者の皆さんと、楽しいひとときを過
ごしましょう。
日時 4 月 5 日㈮ 10 時～ 11 時 30 分
会場　中央公民館講堂
※予約不要、途中入退場自由
問い合わせ　町社会福祉協議会☎（ 4
9 6 ） 6 6 3 5

　社会福祉施設などへ就職を希望する
方を対象に、説明会を開催します。
日時 4 月21日㈰11 時～15 時
会場　ホテルポートプラザちば 2 階

（ロイヤル・パール・ルビー）
※申込、履歴書および
スーツ不要
問い合わせ　千葉県福祉
人材センター☎（ 3 0 6 ）
1 2 7 7

　令和元年に国指定史跡に認定された
墨古沢遺跡を中心に、出土資料の見学
や周辺の史跡、寺社仏閣などガイドと
共に巡ります。
日時 4 月 21日㈰ 9 時 30 分（小雨決
行）※申込不要
集合場所　中央公民館
参加費 1 0 0 円（資料代）
持ち物　昼食、飲み物
コース　中央公民館－泉光院－高野台
の観音堂－コミュニティプラザ（展示
資料の見学・昼食）－墨古沢遺跡－六
所神社－大川戸の石仏群－下台・麻賀
多神社－東光寺－中央公民館（約7 キ
ロメートル）
主催　町郷土研究会
問い合わせ　町郷土研究会古川☎（ 4
9 6 ） 1 9 2 1

ふれあいサロン「かざぐるま」

催し・講座

令和６年度第１回「福祉のしごと
就職フェア・ｉｎちば（前期）」

募　集
美しい曲、思い出の曲を歌いハーモ

ニーを楽しみませんか。見学・体験大
歓迎です。
活動日時 第 1 ・第 3 木曜日13 時～14
時 30 分
活動場所　中央公民館学習室
申込・問い合わせ 　大塚☎（ 4 9 6 ）
1 1 3 2

活動日時　毎週土・日曜日9時～12時
活動場所　大室台小学校グラウンド
対象　小学生の男女
会費　入会金1 , 0 0 0 円、月会費 1 ～    
3 年生 1 , 0 0 0 円、 4 ～ 6 年生 1 , 5 0
0 円
※保険代は別途年間 8 0 0 円
申込方法　活動場所で直接申し込み
体験入部
日時 4 月27 日㈯、28 日㈰ 10 時～ 12
時 （雨天中止）
会場　大室台小学校グラウンド
※飲み物をご持参のうえ、動きやすい
服装、運動靴、帽子を着用してくださ
い。
問い合わせ　髙橋☎ 0 8 0 （ 1 2 3 0 ）
8 5 4 6､ 蔭山☎ 0 8 0 （ 5 3 7 6 ） 1 8 1 9

　野球を通して、「あいさつ・思いやり・
感謝の心」を学びながら、元気に楽し
く活動しています。
活動日　毎週土・日曜日および祝日
活動場所　中央台公共用地
対象　町内外の幼稚園～小学 6 年生の
男女
会費　年会費（保険代含む）、小学 3
年生以上 1 2 , 0 0 0 円、小学 1 ・2 年
生 5  , 0 0 0 円、幼稚園児 2  , 0 0 0 円
※入会金無し
※試合用ユニフォームは貸与します。
問い合わせ　松本☎ 0 9 0 （ 9 8 1 1 ）
6 2 0 2

女性コーラス「ぶ～け」
メンバー募集

町内史跡巡り（ガイド付き）
「国史跡墨古沢遺跡を見よう！」

　今年、創立 45 周年を迎える歴史あ
る教室です。現在 、 14 人の生徒が元
気に活動しています。随時体験・見学
も承っていますので、お問い合わせく
ださい。
活動日時　毎週土・日曜日 9 時 ～ 10
時 30 分
活動場所　大室台小学校
体育館
問い合わせ　比連崎
☎ 0 8 0（ 5 0 3 2 ）0 1 0 8 shisui.
kendou@gmail.com

　「明るく・楽しく・真剣に」をモッ
トーに、子どもたちが元気に活動して
います。初心者の方大歓迎です。
活動日　毎週土・日曜日および祝日
活動場所　酒々井小学校グラウンド
対象　幼稚園～小学生の男女
会費　月額 1 , 0 0 0 円
※試合用のユニフォームは貸与します。
問い合わせ　藤高☎ 0 9 0（ 2 6 5 5 ）
　9 3 8 1

　陸上競技を通して、健康・体力づく
りや子どもたちと地域の方々との交流
を目的としたアスリートクラブです。
活動日　週 1 回、土曜日または日曜日
活動場所　主に酒々井中学校グラウン
ド、酒々井総合公園
対象　町および近隣市町在住の小学 4
年生以上、市民ランナーの方（小学 3
年生以下要相談）
会費　年会費 3  , 0 0 0 円
問い合わせ　眞々田☎

（ 4 9 6 ） 9 1 6 0

酒々井町剣道教室
部員募集

少年野球
酒々井ジャガーズ部員募集

酒々井アスリートクラブ
入会者募集

少年サッカー　酒々井ＦＣ
部員募集

少年野球
酒々井ビッグアローズ部員募集



４月のプリミエール酒々井

図書館

【税務住民課】住民票・戸籍・印鑑証明などの交付、印鑑登録、マイナン
バーカードの交付・更新、戸籍届書の受付（転入・転出などの住民異動
に係るものは除く）、納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）
※転入・転出のお手続きおよび戸籍の広域交付はできません。

【税務住民課】住民票・戸籍・印鑑証明などの交付、印鑑登録、マイナン
バーカードの交付・更新、戸籍届書の受付（転入・転出などの住民異動
に係るものは除く）、納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）
※転入・転出のお手続きおよび戸籍の広域交付はできません。※納付期限内の納付にご協力ください。

今月の納期 休日窓口開庁日

固 定 資 産 税 第１期

納付期限　４月30日㈫まで 納付には
便利な
口座振替を

休館日
文化ホール 　　 １、８、1５、2２、３０日
図書館 　　　　 １、８、1５、１８、2２、３０日

問い合わせ
プリミエール酒々井　☎（４９６）８６８１
図書館　　　　　 ☎（４９６）８６８２

おはなし会　　　　　 1４、2８日㈰１５時
赤ちゃん向けおはなし会 11日㈭10時30分

4月28日㈰８時30分～12時
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プリミエール酒々井
ホームページ

文芸コーナー
駅ホームの落葉は風に煽られてマスゲームのごと形変え行く　　　竹下　康子
天災は日時選ばず悲しみの多き一月一日能登地震　　　　　　　　近藤　教子
閉ざさるる主なき家の夏みかん黄金色増す寒の日の中　　　　　　山内　千枝
寒に入り高齢者には酷の時季今朝も上着を一枚重ねる　　　　　　石井　輝子

かりそめの花の生涯それもまた　　　　　　榎　　利美
沼ほとり菜の花愛でつ歩みたり　　　　　　荒　　裕子
極寒やホテルのショーはポリネシア　　　　梅澤　波葉
城跡や風に紛れて亀鳴けり　　　　　　　　鈴木　遊琴
オオカミが喜ぶような四月馬鹿　　　　　　近藤　松弘
鉄線花登りはじめてまだ五尺　　　　　　　樺山　資亮　（投句順）

ありがとうありがとう

社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会へ、 次のとおりご寄
付をいただきました。（敬称略）

（金銭）・シルバーダンディ１…………………………１万円
　　 ・匿名…………………………………………１万円
（物品）・匿名 2件…………………………紙おむつＭ３袋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 パッド５袋

紙パンツ一式
文房具一式

　３月13日、酒々井中学校体育館で卒業式が行われ、169人の卒業生たちは、思い出の詰まった
学び舎に涙と笑顔で別れを告げました。
　卒業生の皆さん、この度は誠におめでとうございます。皆さんの輝かしい未来を願っています。


